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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和３年７月定例教育委員会会議を開会いたします。 

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私の他５人の委員が出席しておりますので、この会

議は成立しております。 

会議録署名人は、西山委員と苫野委員とします。 

 

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりです

が、本日の議事のうち、議第５４号 令和３年度熊本市一般会

計補正予算（9 月補正予算）について及び議第５５号 令和２

年度熊本市各会計決算について及び議第５９号 財産の取得に

ついては、会議規則第１３条第２号「教育予算その他議会の議

決を経るべき議案についての意見の申出に関する案件」に該当

すること、議第５７号 職員の懲戒処分については、会議規則

第１３条第１号「教育委員会に属する職員の任免その他の身分

取扱に関する案件」に該当すること、また、議第６１号 和解

の成立について及び議第６３号 和解の成立については、会議

規則第１３条第３号「訴訟、調停、和解及び不服申立てに関す

る案件」の非公開事由に該当することから、非公開の審議が適

当と思いますがいかがでしょうか。 

 

議第５４号、議第５５号、議第５７号、議第５９号、議第６

１号及び議第６３号につきまして、非公開に賛成の委員は、挙

手をお願いします。 

 

  

 （全員挙手） 

  

遠藤洋路 教育長 全員賛成により、議第５４号、議第５５号、議第５７号、議

第５９号、議第６１号及び議第６３号は、非公開とします。 

 

日程第１ 前回会議録承認 

遠藤洋路 教育長 

 

６月２４日開催の令和３年６月定例教育委員会会議録を各委

員のお手元に配布しております。この会議録等を承認すること

に、ご異議はありませんか。 

 

（異議なしの声） 

 

異議なしと認め、前回会議録を承認することに決定します。 

 

日程第２ 事務局報告  

（１）事業・行事等報告について 

○ 前回定例会議（Ｒ３．６．２４）以降の事業・行事報告 



令和３年（２０２１年）７月 教育委員会会議録【７月２９日（木）】 

 2 

○ 今後の予定  

  

日程第３ 議事 

・議第５６号 令和３年度（２０２１年度）熊本市教育委員会事務事業点検評価報告書 

       《令和２年度（２０２０年度）事業分》について 

 

《中元正人 教育政策課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  １６ページに不登校に関連して夜間中学のことが意見として

出されています。おとといの総合教育会議で夜間中学のことを

議論したばかりなんですけれども、おとといの議論では夜間中

学の性格として、外国人に対する日本語教育、これについては

議論があったところですが、そういう側面が１つあるのと、中

学を何らかの事情で卒業できなかった人の再学習の機会を与え

るというようなことが夜間中学の主たる目的とされていたと思

いますけれども、ここでは現役の小中学生の不登校に対する受

皿として考えてはどうかという意見ではないかと思いますが、

このあたりどう考えるのか。今後、夜間中学の議論を進めてい

くうえで、いろんな夜間中学の役割がここに出てきちゃうわけ

ですよね。どの辺に注目して成立させていくのかということが

大事になるかと思いますけれども、そのあたりはどう考えたら

いいんでしょうか。 

 

松島孝司 教育次長  夜間中学校は様々な可能性があると認識しているところでご

ざいます。他県では外国人の方々の日本語学習が多くのウエイ

トを占めているという現状はあると思いますが、やりようによ

っては様々な役割があるのではないかと認識しているところで

ございます。今後、その辺も含めて県としっかり検討していく

必要があると考えております。 

 

西山忠男 委員  先日、夜間中学の設置を文科省から勧められたわけなんです

けれども、やはりどれぐらいニーズがあるのかというのをしっ

かり把握することが大事じゃないかなと思うんですね。外国人

の人で、もし熊本市内にそういったものにどれぐらいの人が来

そうなのか、それから中学を何らかの事情で卒業できなかった

人がどれぐらいいるのか。そういったリモート協議でできるの

かという議論もありましたので、県内に３，０００人いらっし

ゃるということですが、市内に何人くらいいるのかそれを把握

しないといけないと思います。 

 それからやはりここで議論になっている現役の小中学生への

不登校の受皿になり得るのか、現在ではいろんなスクールと

か、塾とか、不登校の小中連携をしていると思うんですけれど

も、そのあたりの兼ね合いをどう考えるのか非常に難しい問題

がたくさんあると思うので、しっかり議論していければと思い

ます。よろしくお願いします。 
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遠藤洋路 教育長  このページに書いてあるのは、夜間中学も議論があったけれ

ども、これからは不登校児童生徒に対する社会の受皿としてフ

リースクールの役割や位置づけなどを考えていく必要があるか

と思いますという意見です。夜間中学もありますけれども、フ

リースクールも役割として果たせる面があるんじゃないかとい

うことだと思います。 

 現役の小学生、中学生の不登校生に関しては、フリースクー

ルというのは一つの今行き先にはなって、学校の連携というこ

とは教育委員会としても進めているところですけれども、役割

をどう、夜間中学校、フリースクール、その他の例も考えてい

こうかということは、これから議論は必要かなと思っていま

す。 

 フリースクールに関して進捗がありましたら。 

 

田口清行 青少年教育 

課長 

 青少年教育課に地域教育班というのをつくっておりまして、

現在、フリースクールとの関係づくりということで、各市内、

また、市の関係の児童生徒が通っておりますフリースクール等

にも伺って、その状況等の把握に努めております。 

 また、昨年度はＥｄｕｃａｔｉｏｎ Ｗｅｅｋの中でフリー

スクールの方々と今後について様々な意見交換を行い、また今

年度もそのようなかたちができないかということでやっており

ます。子どもたちの通う姿のほうも見せていただきながら、今

後どのように関わっていくかということをしっかり検討してま

いりたいと思います。 

 

苫野一徳 委員  今の件に関して、熊本市内の不登校児童生徒の数と、それか

らフリースクールはその受皿として十分機能しているのか、足

りているのか等々、分かる範囲で教えていただけますでしょう

か。 

 

川上敬士 総合支援課長  まず、本市の不登校の現状は、令和２年度は、小学校が５０

８人、中学校が１，０３４人、合わせて１，５４２人という状

況になっております。また、令和２年度の調査では、フリース

クールに通っている子どもたちの人数は、小学生で約６０人、

中学生で８０人程度という状況になっております。 

 フリースクールで不登校たちの受皿が足りているのかという

ところですけれども、県内には２０近くのフリースクールがあ

りますが、熊本市内でこの１，５００人近くの不登校児童生徒

全員とは言わなくても、受皿になっているかというと、十分で

はないところはあると思います。ただフリースクールというの

はどうしても有料ですので、経済的な負担が大きいというとこ

ろで、今、教育委員会で取り組んでおりますのが、タブレット

を使った、教育ＩＣＴを活用した学習支援校です。本荘小学校

と芳野中学校を拠点校として、そこに人材と機材等を準備して

オンライン上でできる、どちらかというとフリースクールに近

いものです。ただし、学習を保障するためにきちんと一人一人

に合った個別のカリキュラムを組んで支援していこうと今計画

しております。 

 ９月から学習体験を行う予定にしておりますが、今日現在で

約３０名程度の申込みがあり、小学生が２６名、中学生が６名
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の申込みが来ているところです。不登校の支援というところ

で、１か所で全部を受皿ということはできませんので、不登校

になった子どもたちにいろんな選択肢がある、そういう状況を

市全体としてフリースクールも含めて今後進めていきたいと考

えております。 

 

苫野一徳 委員  詳細な情報をありがとうございました。 

 この前、夜間中学のときのご説明にもあった教育機会確保法

の話で、自治体としてはある種の努力義務というか、話してい

く必要があるわけですけれども、経済的な支援なんかになって

くるとますます大変なことになりますので、努力目標として考

えるのも１つだと思うんですが、圧倒的に足りていないんだな

ということを考えると、これだけ教育の機会から取りこぼされ

てしまいかねない子どもたちがいるというのは、やはり早急に

対応を、かなり優先的に、もちろん学校へ戻すということが第

一位じゃ全くありませんで、今おっしゃったように、教育の機

会を様々なかたちで確保していくということが必要だと思うん

です。オンライン授業等々がそれに有効だということは分かっ

てきたんですけれども、非常に大事なことだと思いますので、

これも予算のかかることですけれども、岐阜市の不登校特例

校、草潤中学校というのはとても今話題になったんですけれど

も、不登校になった子どもたちがすごく通いやすい、とても選

択の余地があり、自由度が高くて、居心地のいい空間をつくっ

て、徹底的にそう考えてつくった学校が今とても話題ですけれ

ども、不登校特例校のようなものも１つ案としてはあっていい

のではないかなという。 

現実問題、そこはしっかりと調査しないといけないと思いま

すけれども、この前、義務教育学校のお話もあったので、あれ

が廃校になる、廃校というか、使われなくなる校舎がある。そ

ういったものも、もしかしたら有効活用しながら特例校のよう

なものもアイデアとして、選択肢の１つとして頭の中にあって

もいいんじゃないかなというような感じがしているところで

す。 

 

遠藤洋路 教育長  不登校の児童生徒が本当に市内で、今の説明では１，５００

人ぐらいいて、フリースクールに通っているのが約１４０人ぐ

らい、１割ぐらいですかね。あとオンラインとか、そういった

サポートを受けるというふうにして、足りないという状態なの

か。つまりフリースクールに行きたい人がいっぱいいるけれど

も、定員で入れないという状態なのか、それともフリースクー

ルを希望している人は大体行っているのか。フリースクールも

それぞれ不登校の受皿ですよということでやっているところも

あるかもしれませんが、それぞれの独自の取組、方針で運営さ

れているし、必ずしも不登校の人がみんなフリースクールに行

きたいというわけではないでしょうから、まずどのぐらいのど

こかに行きたくても行けないという子どもがいるのかというこ

となのか。 

 それから、そうじゃないとしたらどんなものが。フリースク

ールにも行っていない、オンラインで教育を受けるというのも

しないという人は、どんな学習の方法が一番いいのかという選
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択肢を増やしていくということが大事だと思います。 

 そういう意味では、苫野委員が今おっしゃったような不登校

のための特例校とか、それも選択肢としては、ひとつ有益なも

のなんだろうなというふうに思います。１，５００人という人

数を考えたときには、大多数がどこにも多分そういうことは、

サポートを直接は受けていないということ、他にどんな選択肢

があるかなと、どこの特例校もさすがに１，０００人規模の学

校でしているわけじゃなくて、小規模でしょうから。数でいう

と多分そんなに全体をカバーするようなものじゃないですね。 

 その他、苫野委員、お詳しいと思うので聞きたいんですけれ

ども、数でいうとどんな受皿というのがあり得るんですかね。 

 

苫野一徳 委員  特例校はそんなに多くなかったと思うんですよね。数十ぐら

いだったんじゃないかと思うんですけれども、長い目で考える

と波及効果を考えられるんじゃないかと思うんですね。そうい

う子どもたちにとってとても居心地のいい学校づくりとか、空

間づくり、学びの場づくりというものがこんなふうにあり得る

んだなということが分かってくると、学校全体を市内の学校全

部がそういったものを参考にしていけば、そもそも不登校にな

らないように包摂していくことができる、そういった長い目の

１つの起爆剤ということは可能なのかなと。 

 あとは、広島なんかでもやっているような校内のフリースク

ールも可能ですね。例えば特例校なんかを参考にしながら校内

に、今もこの前、いくつか中学校を見に行ったときにそういっ

た部屋がある学校もありましたけれども、そういったものを充

実させていって、ここだったら安心して通えるなというような

場所を各学校の中により充実させていくような、そういう仕方

もあるのかなというふうには思います。 

 もちろん１，５００人の中でも、むしろホームスクーリング

でやりたいとか、もう学校なるものに全く関わりたくないとい

うような子どもたちや家庭もあるかとは思いますので、全部が

全部その中に入れなきゃいけないということはないんですけれ

ども、そういった選択肢、長い目で見た波及効果、そういった

ものを考えていくのは市として必要なのかなと。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございました。 

 

泉薫子 委員  不登校の子どもたちを集めてデイケアをやっているんですけ

れども、そういう子どもたちを見ていますと、やはり人との関

わりは何らかのかたちで続けていったほうが、その先の人生の

先の状態がいいなというふうに感じているんですが、今回のこ

の意見の中に地域との連携というのをこれからしっかり考えて

ほしいという意見があったところで、地域の中にこれだけの数

の不登校が増えてきたということは、地域地域でそれの受皿を

考えることができないのかなとずっと感じていて、公民館機能

ですとか、そういったいろんな地域にあるいろんな資源を利用

して、子どもたちをそういったところに人と関わる機会を増や

してあげられるというような、何かそういった取組はできない

のかなというのを個人的に考えているんですけれども、いかが

でしょうか。 
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田口清行 青少年教育 

課長 

 先ほどの地域教育班ということで、フリースクールももちろ

んなんですけれども、地域の中で子どもたち、どのような居場

所ということで、居場所づくりをどのようにつくるかというこ

とで今検討しております。 

 ただ現在、このようなものをということはなかなかお答えす

ることは難しいところもあるんですが、実際に地域の中で子ど

もたち、放課後の時間ですとか学習を見ていただいたり、ま

た、生活の部分で活動していただいたりというふうなことも聞

こえてはきておりますので、そういう学校、地域を参考にしな

がら、またそういうところをできるだけ紹介しながら広げてい

ければというようなことも今検討しているところでございま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしいですか。 

 

泉薫子 委員  ぜひよろしくお願いいたします。 

 

川上敬士 総合支援課長  今、教育相談室に適応指導教室がございますが、なかなか適

応指導教室に来る子どもさんが少ない状況です。体験には来る

んだけど、実際に入所につながらないということが近年見られ

たので、現在、教育相談室で行っているのが出前授業みたい

な、学校の別室登校をしている子どもたちに教育相談室の適応

指導教室の職員が出向いて学習を教えたり、いろいろな創作活

動等、そういったものに取り組んでいます。場所とお世話をす

る職員が確保できるのであれば、そういう適応指導教室の分教

室のようなものを各区につくれば、非常に受皿は広がるかなと

いうことを思っています。 

 ただ一度、子飼にあるフリースクールに行ったんですけれど

も、子飼に来ている子どもたちというのは、ほとんど校区の子

ではなくて、遠いところからバスに乗っていきます。理由は、

地域のフリースクールに行くと、自分が不登校でそこに行って

いるということが分かることに抵抗感があるということで、増

やせば自分の住む隣の地域の適応指導教室の分教室に通ってい

く子は出てくるのかなと思います。場所の確保については青少

年教育課とも相談しながら、確保できればあとは人をどう配置

していくかということで検討ができるのかなとは思っておりま

す。 

 

泉薫子 委員  そのような配慮も非常にありがたい取組だと思います。 

 ただ、今、不登校に関する意識というのは大分変わっており

まして、保護者の方の意見も大分変わってきていると思うの

で、不登校であることが非常に恥ずかしいことであるというふ

うな認識は大分薄れてきているのではないかと思いますし、そ

んなふうに学校、集団というものと離れて自分のことを考える

時間というのは大事なことなんだという認識でもって、地域に

受皿があるということがあると割といいのかなと思いますし、

そのスタッフというのも地域の人材を活用するということが、

年齢問わず、高齢者の方を利用するというのは非常に多彩な触
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れ合いができると思いますし、そういう教育者でなくてはいけ

ないとかというふうにしないで、できるだけ地域の人との触れ

合いですとか、いろんな体験をしていく、内容も様々な教育だ

けに限らず、様々な体験をするということが大事ではないかな

というふうに思いますので、広い視野で幅広く内容も多彩に考

えていただけると、地域に密着した内容だったりいろいろある

と思いますので、いいのかなというふうに考えます。よろしく

お願いいたします。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 

苫野一徳 委員  以前もこの委員会会議でお話をしたことがあるんですけれど

も、子どもたち向け、保護者向けには適応指導教室という言葉

は使っていないというようなお話を聞いたことがあるんですけ

れども、できれば委員会内部でもあまりこの言葉を使いたくな

いなと思うんですよね。どうですかね。 

 適応指導というのはすごく言葉が、文科省が使っている言葉

ですので何ともし難いところはあるのかもしれないんですけれ

ども、もし熊本市教育委員会でそういった名称を使わなくても

いいということができるようになれば、ありがたいかなと思う

んですよね。適応指導、不登校の子に対して適応できないから

適応するように指導するというのはやっぱり言葉が悪いなと思

うんですよね。教育支援センターという言い方もあると思いま

すけれども、何かその辺を配慮したいなというふうに思うんで

すけれども、いかがでしょうか。 

 

川上敬士 総合支援課長  一応こういう場では適応指導教室と呼んでおりますが、それ

ぞれに名前が付いておりまして、教育相談室にある適応指導教

室がフレンドリー、城南町にあります適応指導教室は火の君学

級、それから植木にある適応指導教室がスクーリングアップと

呼んでおります。 

フレンドリーといってもなかなか全部に浸透していないの

で、何かのネーミングを検討してもいいのかなと思います。市

内に通用するような名前を考えてみたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  名前を変えるというのは、変えようと思えばできると思うん

ですね、何かいい案があれば。そういう変えるということは十

分できると。 

 ご意見よく分かりました。可能だったら来年度から別の名

前、リニューアルということで考えてみてください。 

 他によろしいですか。 

 

小屋松徹彦 委員  要望が１つと、それから質問を１つしたいと思うんですけれ

ども、ページ数でいきますと、４２／５４ページですね。 

 ここのご意見、令和２年度の意見の中に、下から３つ目の四

角になりますけれども、「教員の働き方改革が急激に進められ

ていますが、本当に教員の負担軽減になっているのでしょう

か？数字だけではなく、現場の先生方の声を漏らすことなく、

無理なく進めていただきたいと願います」というふうに書いて

いますけれども、当然学校現場の代表の方もこれに参加してい
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らっしゃいますので、現場の声は反映されているとは思うんで

すけれども、この問いかけ自体が本当に教員の負担軽減に合っ

ているのかというその点が、そういう視点は大事にしていかな

いといけないかなと思うので、このプロジェクト会議を進める

に当たっては、こういった視点というんですか、本当に教員の

負担軽減に繋がるのかという視点は大事にしながら進めていっ

ていただきたいなというのが要望です。 

 それからもう１点、その下の令和３年度の意見の中に、「今

後は、「地域学校協働本部活動」等、新しい時代の「地域と学

校の連携・協働」を踏まえた取組の推進について、教育委員会

におけるご審議を期待しています」というふうに書いてありま

すけれども、この地域と学校の連携・協働というのは、例えば

教育委員会では具体的にこういった取組とか、そういったイメ

ージがおありなのかどうか、そこら辺教えていただきたいと思

います。 

 

遠藤洋路 教育長  １点は要望ということで、２点目に関してはいかがですか。 

 

松島孝司 教育次長  地域と学校の連携・協働という点につきましては、熊本市の

場合には、自治会組織が小学校区と連動しているというところ

で、地域との連携は必然的に行われている状況という認識は持

っております。例えば国が言うコミュニティスクール等、そう

いうところについては、正直なところ今から検討する余地はあ

るかと認識しております。ただ地域の人材活用や様々なボラン

ティア等のシステムをいろいろ検討しているところであり、今

後さらに地域と学校の連携・協働という点については、様々な

検討が必要と考えております。 

 

小屋松徹彦 委員  ありがとうございました。 

 恐らく文科省が、ここに書いてある地域学校協働本部活動等

というのは、もう少し地域の主体性といいますか、そういった

ものを期待しているのかなというふうなニュアンスは感じるん

ですけれども、地域の現場を見ていますと、なかなかいろんな

活動に携わる方々が減っていく傾向が強いんですよね。そうい

う中にあって地域と学校が協働してという、非常に最近そこが

どうなんだろうということを感じているところがあるんですよ

ね。だからこれは学校の問題というよりも、地域の問題が、少

し疲れているといいますか、そういうふうに感じて今後どうな

っていくんだろうなと心配しながら質問しました。 

 

苫野一徳 委員  今、小屋松委員がおっしゃった働き方改革に関連してなんで

すけれども、これはどうか管理職、校長先生方に徹底的に周知

いただきたいと思っているんですが、教員をやっている学生か

らの又聞きですので、そのことが前提なんですけれども、かな

り驚くぐらいの残業といいますか、学校内、こんな時間までい

るのかというぐらいいるんですよね。心身を病んでいる、もう

もたないんじゃないかという声を複数聞きまして、これは非常

に校長の問題ではないかと私は思うんですけれども。前回申し

上げたように、教育委員会が形式的にできることはかなり限界

までやってきたんじゃないかなという気がするんですね、シス
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テムとしては。あとは本当に管理職の先生方にそこを徹底して

いただかないと、もう先生方は潰れちゃうんじゃないかなと。

ここは本当に何とかならないものかなと。それをどうにかして

お願いしたいというふうに思っております。 

 それともう１点、これもいろんな現場の先生方からお聞きし

たことなんですけれども、昨年から牛乳パックを各学校で洗う

んですよね。これに非常にいろんな文句を聞きまして、先生方

のところにも声があるんじゃないかと思うんですけれども、休

み時間がなくなっちゃうと。低学年の子どもの場合、子どもも

できないので先生がやっていただいたりだとか、あと水道がな

い、足りないところは一人一人でできないので給食当番の人が

それをやらざるを得なかったりする。そうすると子どもたちの

休み時間がなくなったり、それを見ていなきゃいけない先生も

休み時間がなくなってしまう。これは突然上から降ってきたと

聞いたんですけれども、これはちょっとどうなのかなというの

もあって、もう少しそこを、多分何かしらの事情があると思う

んですけれども、これだけ働き方改革、教師の時間創造プログ

ラムをやっているので、それをよりちゃんと後押しできるよう

な仕方で先生方を応援していきたいなというふうに思っていま

すので、そこを何がしかのかたちでご検討いただけたらありが

たいなと思うんですけれども。 

 

森江一史 教育次長兼 

学校教育部長 

 ご指摘のように、まず校長が職員の在校時間をどれぐらい把

握しているかということにつきましては、教育委員会としても

在校時間の削減に取り組み、目標を掲げております。きちんと

退勤の打刻を正確にするということがどこまで徹底されている

のかと、中には打刻して残っていると意味がありませんので、

そのあたりを今徹底して、まず校長が全職員の在校時間の把

握、また、残れないようなシステムづくりをするように努めて

はいるんですが、そこが徹底しているのかどうかをこれからも

注視していきたいと思っております。 

 

上村清敬 健康教育課長  牛乳パックについてご説明いたします。 

 ２０１８年に食品衛生法が改正されまして、それまでは牛乳

のメーカーが牛乳を届けて、次の日には牛乳パックを回収して

ということをしておったんですけれども、その食品衛生法の改

正に伴ってそれが衛生的に不適切ということになりましたの

で、牛乳メーカーが引き取らないという通知をこちらにしてき

ました。それに合わせまして、我々としてはどうすることがで

きるかということで考えました。そういう中で焼却する自治体

もあるわけなんですけれども、熊本市の場合は事業系の紙は燃

やさないと、十数年以上前からそういう方針ですので燃やすこ

とはできないということで、果たしてどのようにリサイクルす

るかということで。おっしゃられたとおり、現場から不平不満

はたくさん聞こえてきています。そういう中でうまくやってい

る学校もありますので、うまくやれている工夫の仕方とかを全

学校にお知らせしたり、また、物理的に洗い場が少な過ぎると

いう学校もありまして、そのような学校については、洗い場を

増設するというようなことも１つの手法として解決していって

いる部分もあります。ただ、とは言いながらも、全学校がスム
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ーズにいけていないのは実情でありまして、何とか一緒になっ

て我々も解決策を図っていきたいと考えておるところです。 

 以上です。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございます。 

 まず、打刻に関しては、やはり聞くところでは全然守られて

いない学校がかなりあると。これは厳しくここは校長先生にし

っかりと言っていかなきゃいけないんじゃないかなと。休日出

勤も全然してしまうというか、そんなことがあってはならない

と思いますので、その点は何とぞよろしくお願いいたします。 

 牛乳パックの件、これは、事情はとてもよく分かりました。

ありがとうございます。私も子どもに聞いたんですけれども、

自分たちは一人一人でぱぱっとできるから全然何の問題もない

と言っていたんですけれども、ただ学校によってはそれがもの

すごく大きな負担になっているというのも言っていましたの

で、何か不平不満の理由は、突然上から降ってきたということ

なんですよね。なので、そこは丁寧に、一人一人の先生と丁寧

にお話しするというのは難しいと思うんですけれども、理解が

得られるようなコミュニケーションなり、あるいはいきなり一

律にというんじゃなくて、今おっしゃっていただいたようにで

きる環境を整えますからねというような優しいコメントを一言

添えながらやっていただけると、先生たちもまた負担がみたい

な感じにならずにいいんじゃないかと思いますので、その辺は

コミュニケーションをぜひお願いできたらなと思いました。 

ありがとうございました。 

 

出川聖尚子 委員  ４３ページの学校教育と福祉の連携の推進のところで、対象

外という項目が①、②、③、④とあるんですけれども、例えば

③の児童虐待の対応強化とかいうところは、学校でも何かでき

るのではないかなと思います。この部分はこちらのほうでは評

価しないということになっていますが、全く評価されていない

のかお聞きしたいです。 

 

遠藤洋路 教育長  これが対象外になっている理由ということですか。評価しな

いのかということで。いかがでしょうか。 

 

松島孝司 教育次長  こちらに関しましては、基本方針は学校教育と福祉の連携と

いうことで、例えば児童虐待だったら、児童相談所が主管とし

て主に福祉部門が扱うところがメインでございますので、そう

いう趣旨で、ここはこのような「対象外」という取扱いになっ

ていると認識しております。 

 ただおっしゃるとおり児童虐待の予兆等は、日頃から子ども

たちと接している学校でこそよく見えるというのがございま

す。その点については学校でも児童相談所等の関係機関との連

携をしっかり図りながら取り組んでいますので、全くやってい

ないということではないんですが、制度上、形式上、対象外の

取扱いになっているということでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  この対象にするかしないかというのは決まっているんですか

ね。その辺も含めて１回整理して、また教えてください。 
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 他によろしいですか。 

 では、他になければ採決を行います。 

 議第５６号 令和３年度（２０２１年度）熊本市教育委員会

事務事業点検評価報告書《令和２年度（２０２０年度）事業

分》について、ご承認いただくことにご異議ありませんでしょ

うか。 

 

  （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。議第５６号については原案のとおり

決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第６２号 熊本博物館協議会の委員の委嘱について 

 

《田端文一 熊本博物館長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  この協議会はどれぐらいの頻度で開催されるものなのか、具

体的にはどんなことを審議しているのか教えていただけます

か。 

 

田端文一 熊本博物館長  開催の頻度につきましては、毎年度３回程度開催をしており

ます。 

 中身につきましては、事業の計画、それから事業の報告、そ

れと私ども博物館側の諮問によりましてそのときそのときの議

題をお出しして意見をいただいております。そういったことに

なっております。 

 

遠藤洋路 教育長  他にご発言があればお願いいたします。 

 よろしいですか。 

 では、他にご発言がなければ採決を行います。 

 議第６２号 熊本博物館協議会の委員の移植について、ご承

認いただくことにご異議ありませんでしょうか。 

 

  （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。議第６２号については原案のとおり

決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

日程第４ 報告 
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・報告（３）市立高等学校・専門学校改革基本計画に係る必由館高等学校提案について 

 

《城野実 必由館高等学校校長・竹山祥平 必由館高等学校前生徒会長 報告》 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 議論に入る前に少し確認したいことがあるので、教えてくだ

さい。 

 今、大きく３つあったかと思うんです。アンケート結果と生

徒会の案と、あと、この学校提案という。この学校の提案とい

うことは、そもそも生徒会の意見とかもあったけれども、この

３番が学校としての全体の意見だということでよろしいです

か。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 いえ、まだ一応は先日の教育委員会会議の中で、生徒の案と

教職員の案を聞きたいということでしたので、まずは話し合っ

ています生徒の方向性と教職員の提案として、今日は提案させ

ていただいております。 

 

遠藤洋路 教育長  これは学校の提案ではなくて、教職員の提案ということでよ

ろしいですか。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 はい。 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 今後の進め方としては、またそれを学校としての案にまとめ

るということをされるということでよろしいでしょうか。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 はい、今後ですね。ちょっと時間を、夏休みに入っておりま

して、今日も、実は竹山君は課外がずっと入っておりまして、

５、６時間目抜けてきていて、この後また４時４５分からの課

外に戻りますという状況で。生徒のほうは夏休みで、執行部と

の話合いは８月にできるんですけれども、それを踏まえて生徒

に同意を求めるためには９月１日を過ぎないと生徒が揃わない

状況にありますので、９月の提案になるかもしれません。 

 

遠藤洋路 教育長  学校としての提案というのは校長の責任でまとめるものにな

るかと思うので、校長としては今後どういうスケジュールで進

めたいということでお考えなんでしょうか。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 今の生徒の意見というものを生徒とも話し合って、生徒会執

行部と職員と同窓生、この案でいいという了承が得られました

ら、８月の教育委員会会議で提案できればと思いますけれど

も、生徒の最終的な同意というのが９月１日の始業式になる

と、という思いはあります。学校としての案としてまとめる部

分をどうと言われたところで、生徒と相談して日にちは設定し

たいと思います。今は、私としては結論が出せていないです。

８月の教育委員会になるのか、９月の教育委員会になるのか。

すみません。 
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遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 じゃ、まだ今後のスケジュールは確定しないけれども、８月

の教育委員会会議か９月の教育委員会会議に学校としてのまと

まった、生徒の意見を踏まえたうえでの案を出すと。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 同窓会の意見も。 

遠藤洋路 教育長  同窓会の意見も含めた提案として出すということですかね。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 はい。 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 それと、すみません、もう１点、今度は生徒会のほうに伺い

たいんですけれども、アンケート結果と生徒会の案というのが

２つあって、２つ違う案ですよね。アンケート結果は基本的に

現状のままにしてほしいという意見が大半でしたと。だけど、

生徒会としては少し、３６人ですけれども、そういう案をつく

ったということで、これはどちらが生徒の総意になって、意思

だというふうに考えたらいいでしょうか。 

 

竹山祥平 必由館高等 

学校前生徒会長 

 まず、全校生徒のアンケートを取ったときは、１、２、３、

４、それぞれの項目において意見があるので、私たち生徒全体

の意見としては、７ページの教育委員会が示す基本的な姿勢の

ところにあります抜本的な改革は望んでいないというところで

す。今のままの必由館高校がいい、普通科を残してほしいとい

うのが私たち生徒の総意になります。 

 しかし、先生方にも伺ったことなんですが、ビジネス専門学

校や千原台高校では既にもう改革がスタートしているというこ

とを聞いたので、もしどうしても変えていかなければならない

のであれば、こういった意見がどうだろうかというこれからの

方針が、先ほどまとめたほうでの意見になりますので、生徒の

総意としては、抜本的な改革は望んでいないというところにな

ります。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 どうしても変えていかなきゃいけないならば、というのは、

誰かに言われてしようがなくやるんだったらという、そういう

ニュアンスなのかもしれませんけれども、どちらかというと私

たちとして聞きたいのは、どうしても変えていかなきゃいけな

いのかどうかを、どう考えているのかというところが、生徒の

意見を聞きたいところなんです。 

 

竹山祥平 必由館高等 

学校前生徒会長 

 私は、アンケートを取る際に全校生徒の皆さんに放送でも呼

びかけをしたりしたんですけれども、そのときには、改革自体

は、変わっていくこと自体に反対はしていないというふうな思

いを伝えて、だけど、この変わっていくスピードというか、変

化していくかたちとして、今回は例えば１，０８０人から人数

の削減は６４０人だったり、急激に減ったりするので。そうい
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った部分で急激な変化は望んでいません。時間をかけてゆっく

り変化していくことが大事だと思うので、今は私たちが望んで

いないという現状にあるので、今後、もう一度生徒の声をたく

さん聞いていただいて、どんどんどんどん時間をかけて、先ほ

ど校長がおっしゃったように、例えば令和９年からの中学校の

設立だったり、私たちは時間をかけてこれからゆっくり変わっ

ていくことを望んでいます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 アンケート結果は現状維持だけれど、未来永劫現状維持して

ほしいということではなくて、少しずつ変えたいという、そう

いうことでしょうか。 

 

竹山祥平 必由館高等 

学校前生徒会長 

 そうです。はい。 

 私は、前生徒会長で、現生徒会長にこの間代わりまして、今

の生徒会長も、今、必由館のためにたくさんの活動をしてくれ

ています。今後、その生徒会長も次に託して、それも次に託し

ていって必由館を守っていくのはその当時の生徒になっていく

ので、今後、私自身が卒業して大学生になって、今の生徒会長

もそういうふうにどんどん時間も進んでいくけれども、そのた

びに必由館にいる生徒に対してその思いを酌んでいただければ

幸いです。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 生徒もだんだん変わっていくので、そのときそのときの生徒

の意見があるのでそれを聞いてほしいと、そういうことです

ね。分かりました。 

 では、ただ今報告がありましたが、本件についてご意見、ご

質問がありましたらお願いいたします。 

 

西山忠男 委員  お気持ちはよく分かりました。変わりたくないというのは、

中にいれば当然そうだろうなとは思います。ただこの改革の議

論が出てきた背景には、やはりここにも出てきます少子化とい

う背景があって、それに伴って定員割れしているコースなどが

あるから、やはりもう少し魅力的なあるいは特色のある学校に

していかないと将来立ち行かなくなるんではないかという危機

感があるんだと思います。それはご理解いただいていると思う

んですよね。実際に国際コースは定員割れしているんですよ

ね。 

 それで、教育委員会としてはもっと魅力的な教育機関として

附属中学校をつくり、中高一貫教育、それからグローバルコー

スというかたちにして人を集めようという案になったんだと理

解しているんです。これからも今のままでやっていけるんであ

れば何もそんな面倒くさい改革までしなくていいわけですけれ

ども、今申し上げましたように、将来懸念されるという部分が

ありますし、定員割れしているという現状もありますので、や

はり何らかの手を打たなければいけないということはご理解い

ただきたいと思うんですね。 

 校長先生が出されてきた教職員の案のほうを見ましても、定

員は多少減りますけれども、あまり中身は変わっていなくて、
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むしろ国際コースをなくすようなかたちに見えますよね。それ

が中心で、総合探究コースというのが、国際探究というのもあ

りますけれども、どちらかというと教育委員会が出している改

革案とは逆方向、グローバルな方をなくして、あるいは比重を

小さく普通科の比重を大きくするように見えるわけですが、そ

れでやっていけるのであればそれでもいいと思いますけれど

も、そのあたりの見通しはどうなんでしょうか。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 すみません、私の伝え方が悪かったのかもしれませんけれど

も、教職員のほうとして見れば、今の普通科という意識はあり

ません。この普通科の新たな普通教育を主とする学科という部

分と、先ほど途中で言いましたＩＳＩＦとかの世界大会に出て

いるとか、いろんなところでグローバルなこともやっている

し、ＳＤＧｓの関係というのも現在取り組んでおりまして、そ

の部分については選択制にはなりますけれども、その中でしっ

かり探究活動中心の学校にシフトチェンジはしていきたい。 

 ただ、今、原案にある、最初に説明したように学校設定科目

を５５単位つくらなくては新たな別なその他の学科としては申

請できないので、学校設定教科の２５単位の１単位当たり３５

時間のこの８７５時間分の授業計画がなければスタートを切れ

ない、その提案ができない。 

 ですから、この新たな普通教育を主とする学科であれば、探

究を２単位ずつと学校設定科目を２単位分、まずつくれば新し

い学科がつくれる。そこで先ほど言ったように服飾デザイナ

ー、生活デザインコースであればそういうフィールドワークを

するような探究を、特別な地域としての連携、芸術コースにし

てみれば、先ほど音楽の慰問とか、書道で書道パフォーマンス

をしていくとか、そういうふうな地域等に根差した特別な学校

設定教科というのを入れていくと。 

 そこで、そういう探究活動の中でしっかり地域と連携してい

けたら、順次、探究活動にシフトチェンジしていける教科は新

しくなって、それについても対応できるようになってきた段階

で、探究の時間を増やしていこうと思っています。 

ただスタート時点で２５単位全部準備するというのが現実的

ではないということで、ちょうど答申を出されたときには、ま

だこの新たな普通教育を主とする学科が文科省のほうから提案

されていなくてつくれなかったのが、今年の３月、施行が変わ

ったので、その中でつくれるようになったので、これで一段階

置いて、そこで探究というものを丁寧にやっていきながら、学

校の中では探究の時間を今後増やしていって、最終的に２５単

位というのは難しいかもしれませんけれども、３年生の選択の

中では１５単位ぐらいはしっかり探究の活動ができるような学

校にしていこうという思いです。 

 

西山忠男 委員  お話はよく分かりました。 

 学校の中でのお話は分かるんですけれども、外から見たとき

に要するに受験生を集められるかという問題がありますので、

私が懸念するのは、今の３ページの案では、外から見たときに

あまり変わっているように見えない、そこが心配だということ

を申し上げているわけなんです。２５単位揃えられないとなか
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なか難しいという話は分かるんですけれども、そこを工夫しな

いと、名前が変わっただけで今とあまり変わらないんじゃない

かと思われてしまうと思うんですけれども、いかがでしょう

か。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 自分たちの中で、確かに外にアピールするものは少ないのか

もしれませんけれども、実際、現状として見て倍率は県内で２

番目の状況である、普通科の状況がある状況で、大きく変える

ことのほうが倍率の低下を心配しております。別な普通科じゃ

ない学科にすることのほうが普通科に進学したいという熊本県

民のこの間のパブコメの中にもあったように、普通科の定員を

減らすことに対してどうするのかとかいう意見もありましたけ

れども、そこを考えたうえで、普通科が熊本市内から必由館高

校と千原台高校で４００人分の定員がなくなる、熊本市から。

国際コース、千原台の国際経済コースと必由館高校の３６０で

４００人の普通科枠が減るということに対して、パブリックコ

メントで課題として挙げられていましたので、私たちとしてみ

ても、新たな専門学科の探究学科ではなく、その思いも踏まえ

たうえで、普通科というもののほうが倍率とかそういうものは

維持できるんじゃないかと学校では考えております。 

 

西山忠男 委員  分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  今のご質問に関連して、１つ質問なんですが、新しい教科書

が令和４年６月ぐらいにしか届かないので、学校設定科目がそ

れからしか検討できないということなんですけれども、学校設

定科目というのは他の既存の教科の教科書を使ってやるとい

う、そういう前提なんでしょうか。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 学校で学校設定科目を今、うちも生物基礎で学校設定科目を

つくって現行の学習指導要領でやっています。それは教科書と

生物の時間のほうを使って、教科書のこのページに対応すると

いうことで設定教科として申請してつくって、実際にそれぞれ

の、確かに学習指導要領に書いてある中身を全て行えばいいん

ですけれども、それがどこか抜けがあるかという不安があるの

で、同等の既存の教科書の中からこういうところをちゃんと授

業していく１時間１時間の計画を立てて、１単位当たり３５時

間分の授業計画をつくらなくてはいけないので、先ほど特別支

援学校のほうで学校の一般図書と教育図書という２つの選定が

ありましたけれども、高校の場合も同じように教科書がないも

のについて一般図書、今言った生物の時間だったり、それを代

用するということの提案とかもここで議決をもらわないと、そ

れでそれを一般図書として使えるのかどうかすら決まらない状

況なんですね。それを申請していくのにどれを基本にやるのか

というのも考えていくということです。実際に数Ⅲはまだ、私

が数学なので、数Ⅲは文言を見ていっただけでどういう中身だ

というのは分かるんですけれども、今の地歴探究とか国語の新

しい教科に関しては、全く中身が文科省のほうからも何も出て

きていない状況なんです。ですから、それの見本の教科書がで

きて初めて、このあたりを通常はやっていけるんだというのも
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分かって、これを類似する学校設定教科としてこちらが何かを

提案して教育委員会に認めてもらわないと学校設定教科になり

得ないというかたちになりますので、元々の基本的な見本本が

ないと考えづらいということです。 

 

遠藤洋路 教育長  今のご説明は、学習指導要領はもうできているということで

すね。ただ学習指導要領を見ただけじゃどんな中身なのかよく

分からないから教科書を見てから検討したいという、そういう

理解でよろしいですか。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 現行の生徒がいる中で、そこを自分たちも調べながら準備す

るのは難しい。見本本をベースに考えないと難しいということ

です。 

 

遠藤洋路 教育長  学校設定科目というのは、探究的なものを多分想定している

んじゃないかと思うんですけれども、探究というのは、１時間

１時間、教科書１ページごとに対応していないといけないとい

うのが探究的な学習というのは少し矛盾するように思うんです

けれども、そこはいかがでしょうか。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 改革推進課に調べてもらっていると思うんですけれども、今

の学校設定教科とか学校設定科目については、１時間１時間分

を出さないとだめになっておりますので、３５時間分どういう

授業をするというのを出しています。うちが今、学校設定科目

としている生物基礎に関しては４単位ですので、２年生の２単

位の７０時間分と３年生の７０時間分こういう授業をしますと

いう授業計画を提案して認められて、学校設定教科としてやっ

ています。 

 

遠藤洋路 教育長  それは学習指導要領には対応している必要がある、教科書の

ページ、１ページ１ページに対応している必要はないと思うん

ですけどという。そこらあたりの教科書がないと組み立てるの

が難しいということですかね。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 すみません、現行の授業をやるんならそこを調べていくとい

うまでの余力がないと。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 他にご意見はありますか。 

 

苫野一徳委員  まずは、前生徒会長の竹山さん、皆さんの意見をまとめて持

ってきてくださってありがとうございました。 

皆さんからこういう声が出たということ自体が、本当に自ら

考えてきて行動に移すという姿そのものだなと思って、私はと

ても感激していました。高校生、大したものだなと、素晴らし

いと。これは本当に心からそう思っています。 

 私が思うのは、今進んでいることがみんなビジョンをちゃん

と選んでいないなというふうに思うんですね。もうちょっとそ

れを丁寧にすり合わせながら対応したほうがいいかなという気

がしています。というのも、いきなりこういう案がばんと下り
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てくると、これは何のために、どういう姿、どういうビジョン

なのかなというのが分からないままに字面だけ取ると、附属中

学、定員を削減してしまう、何だそれは突然寝耳に水だみたい

になると思うんですよね。それは当然だと思います。 

 ただ同時に、どういった良いビジョン、活性化するようなビ

ジョンがあり得るのかということをもっと丁寧に交換したほう

がいいかなと思って、先生方も委員会の皆さんも。というの

は、これはアメリカでデリバラティブポールというのがあるん

ですけれども、日本語では熟慮的投票というのかな、対話的投

票というのか、何か投票するときに何の情報もなく、いきなり

あてがわれたアイデアをもってこれについて投票してください

と言われるのと、それについて徹底的に対話をした後で投票す

るのとでは全く違うんですね、結果が。 

 その専門家の意見を聞いたり、メリット、デメリットを知っ

た、みんなが理解したうえでものを考えていくのとでは、全然

結果が違うんですね。今はそのデリバラというのが、熟慮的・

対話的な時間がなかったなという感じがしているんです。それ

はもう皆さんがおっしゃるとおりだと思うんですね。だからビ

ジョンを１回共有していただいて、そのことの大事さ、例えば

高校生の皆さんは、今、自分たちが経験している高校以外知ら

ないんですよね。だからこれを変えてどんないいことがあるの

かというイメージが湧きにくい。例えばここで探究をやったと

きに、例えば自分に不利になるというか、そういうような意見

がありましたけれども、これはそうじゃない実例が山のように

あるんですね。この改革検討委員会の委員でいてくださった荒

瀬先生、堀川高校の元校長は、堀川高校というのは堀川の奇跡

というのを起こした探究科というものを一番初めに高校でつく

って、そのことで進学については格段に上がったと、そういう

ことがあるんです。探究というものを１年生のときからどんど

んやることで、学ぶ意味が分かり、学びの楽しさを掴み、その

探究というものをベースにしながら自分の学力も上がってい

く、こういう実例というのがごまんとあるんですね。あるいは

有名な隠岐島前高校という離島の奇跡と言われたのも、もうこ

のまま島は衰退していくんじゃないかということで教育魅力化

プロジェクトというのが始まりました。島の資源を生かしなが

ら島の様々な問題を高校生たちがどんどん解決していく。学校

づくり、まちづくりを高校生たちがやっていくんですよね。そ

の魅力化プロジェクトの中で人口が増えるんですよ。ここが面

白いぞと人口が増える、そんなことがあると。こういった実例

を多分高校生の皆さんはほとんど知らないと思うんですよね。

こういったことを交換したいんですよ。丁寧にみんなで知って

あるいは熊本市でも遠藤教育長をはじめ、何度も上映会をやっ

たＨｉｇｈ Ｔｅｃｈ Ｈｉｇｈ（ハイテック・ハイ）という

アメリカの州高のドキュメンタリー、これも探究しかない話  

ですけれども、貧困層が約半分にもかかわらず、探究メインで

やっていったらとんでもない進学実績になっていく。そういっ

た実例をまずみんなで知って、こういうふうにしていけばもの

すごく活性化するかもしれない、楽しいかもしれない、みんな

わくわくするかもしれない、そういう情報をたくさん我々でみ

んなでシェアをしたうえで話し合わないと、この改革案自体が
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単なる絵に描いた餅だったりとか、みんなが納得しないままで

ずるずる進んでいくなという感じを私は受けました。 

 皆さんはこのアンケートを聞いて、こちらで何かを変えよう

と言われたら、普通は嫌なんです。誰だって嫌なんですよ。み

んな現状維持したいんですよ、普通は。でももっと楽しいこと

があるかもしれない、こうしたらみんなもっとわくわくするか

もしれないというものが目の前に出されたらどうなのか。さら

にそこに自分たちのもっといろんな意見を言う、みんなで意見

を言い合って対話を重ねながら学校のビジョンをつくっていけ

れば、またちょっと変わってくると思うんですよね。 

 そういう意味で、私は今回の皆さんのご意見、先生方からの

ご意見を聞きながら、丁寧にビジョンから一緒に共有しなが

ら、わくわくするような改革案を一緒につくっていく必要があ

るんじゃないかなと。そういう機会をつくっていけないかなと

いうふうな感想を持ちました。 

 

遠藤洋路 教育長  それに関しては何かありますか。 

 

竹山祥平 必由館高等 

学校前生徒会長 

 本当にそのとおりだと思っております。私たちとしても、ア

ンケートの結果であったように、私たちとしては現状のままが

いいということで、何かを変えて未来のビジョンに対してもっ

と良くしていこうという気は私たちとしてはなくて、私たちは

現状に満足している状況であります。 

 そんな中でこの改革案が発表されて、私たちとしては今でい

いのにどういうメリットがあるんだろうというところを考える

時間とそれを考えるだけの材料というのがもう少し欲しかった

かなという部分で、今、こうやってたくさん改革素案の中にも

改革のメリットというのがたくさん載っていましたけれども、

私たちとしては、それが逆に今の必由館の良さが失われてしま

うんじゃないかという部分で懸念を抱いたので、これから今お

っしゃったように、私たちと教育委員会の方々の両者が納得で

きて、熊本市にとって、必由館にとってすごくいいビジョン、

すごくいいかたちになっていけるような話合いの機会をこれか

らつくっていただけるのであれば、それは本当にありがたいと

思います。 

 

遠藤洋路 教育長  生徒会に関して特に難しいなと思うのは、先ほども竹山さん

もおっしゃったけれども、自分たちはこう思うけれども、自分

たちは卒業しちゃう、次の人が入る。なので、すごく冷たい言

い方をすれば、私がいる間は現状維持でいいけれども、あとの

ことは知らないよという、そういうふうになりかねないですよ

ね。そうならないように、ただ自分たちがまだ入ってきてもい

ない人たちの意思決定を縛るわけにもいかないということで、

そこの難しさというか、自分たちが卒業した後のことにどうい

うふうに責任を持って議論するのかというところが、もし私が

生徒会の立場だったら非常に悩ましいところかなと思うんです

けれども、そこに関してはどういうふうにお考えですか。 

 

竹山祥平 必由館高等 

学校前生徒会長 

 それは僕もすごく悩んだところではあったんですけれども、

実際に今回アンケートを取ったのが１、２、３年生というかた
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ちで、私たちが卒業した後に学校に一番長く残るのは今の１年

生になって、私たちが意見を聞けたのは一番長く学校にいれる

人たちでも１年生の意見だけだったけれども、こうやって代替

わりしていって、代替わりしていく生徒会長がその都度その都

度入ってきた人に対して、今の現状に対してどうか、そのとき

そのときによってある学校の姿だったり、必要な改革だったり

というのは変わってくると思うので、今回のこういう活動だけ

に限らず、今後もずっと継続していって、常に必由館と教育委

員会のほうで情報を交換したり、今はこういうふうにしたらい

いんじゃないだろうかとかいう意見を、交換できる機会を代が

替わっていったとしてもその都度その都度用意していけば、そ

れに関しては大丈夫なんじゃないかなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 学校を何か新しいことをつくる、変えるということは毎年毎

年できるわけじゃなくて、少なくとも３年とか５年とか、場合

によっては１０年かかる、だからこうやろうといったときの人

たちと５年後の人のそれができるようにするときの生徒という

のは全然違う人たちになってしまうので、そうやって継続的に

意見交換しながら必要なところは修正していってというのは現

実的な方法なんだろうなというふうには確かに思います。おっ

しゃるとおりかなと思います。 

 ただ一方、教員の人たちは、多分５年とか１０年とかいらっ

しゃる人もいるし、教育委員会は４年ごとに委員が変わる、任

期があったり。市議会４年ごと、市長も４年ごとになったりす

る。だんだん人が変わっていって、生徒会だけではなくて、み

んなも。それが５年後に私たちと今全然違う人たちが担当して

いるかもしれない。こちらもそうです。生徒会だけじゃなくて

共通の課題としていかに継続的に現状を反映させるかというこ

とはとても難しいけれども、大事な課題ですので、そこは決し

て決して生徒会だけじゃなくて、同じような課題を私たちも持

っていくということで、今言っていただいたような継続的な意

見交換というのはすごく大事なのかなというふうに思います。

ありがとうございました。 

  

小屋松徹彦 委員  生徒さんのアンケート結果をいろいろ見させていただいて、

メリット、デメリットいろいろ書いてありますけれども、い

や、本当にいっぱいいいことが書いてあるなと。特にメリット

のところを見ると、非常に夢があってスケールのある意見が結

構多くて素晴らしいなと思ったんですね。 

 こういうデメリット、メリットを出したその結果に、じゃ、

その２つを踏まえて結果が今のままでいいという結論というの

はもったいないなと。確かに今学習をしながら、その上にこう

いう難しいというか、大きな課題を検討するというのは、時間

的にも大変だろうなと思うんですけれども、ただ逆に考える

と、自分たちの学校を改革するんだ、変革するんだという、そ

ういうことができるチャンスというのもめったにないのかなと

いうふうに思うんですよね。だから大変ですけれども、自分た

ちの学校をどうしようということを、メリットを見ると、いろ

んな意見がまた出てきそうな気がするからやめてほしくないな
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と、もう少し苦労してほしいなと思うんですよ。 

 それで、確かに１年、２年、３年、変わっていきますけれど

も、先ほど出ていたように何とか継続していく、そういった部

分が大事だろうと思いますけれども、本当にこの意見を聞いて

いると、いい意見がいっぱい出ているので、これをそのままじ

ゃなくてもう少し膨らませていくということをやってほしい

し、ほかにも熊本には小中一貫校と実際に始まっているところ

があっていますよね。ああいうところがどういう状況なのか、

あそこの生徒さんたちと意見交流をするとか、そういったこと

を市が全国の事例ももう少し見てみると、またちょっと違うい

ろんな考えが出てくるかなという気もするので、ぜひもう少し

長い目で検討していく、そういうことを生徒さんの中でやって

ほしいなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  小屋松委員、これは。 

 

小屋松徹彦 委員  これは希望です。 

 

遠藤洋路 教育長  他にどうでしょうか。 

 よろしいですか。出川委員、どうでしょうか。 

 

出川聖尚子 委員  生徒さんが短期間にアンケートを取って、意見をまとめてい

ただいて、生徒さんの思いが伝わってきました。今、生徒さん

が書かれているアンケート結果から、今の学校について満足し

ているということがわかりました。今回の必由館高校の学校編

制がスタートにはなっていますけれども、今後、必由館高校が

より良くなるために、今、学校の中でどういう課題があるのか

を考えてみると、また違ったかたちで学校のあり方が考えられ

ると思います。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 生徒会からは。 

 

竹山祥平 必由館高等 

学校前生徒会長 

 いろんな意見を聞いて、私は今日この対案としてこれをつく

ってくることが間に合わずに、生徒の意見を集約しての報告と

いうかたちになりましたが、今後、生徒の対案をつくっていく

作業に入っていくと思います。それに私が関わっていけるかど

うかは、次の生徒会長がメインになっていくので、そのかたち

がどうなっていくかはその生徒会長のやり方で変わってくると

思いますが、今おっしゃっていただいたように、現状の生徒は

今のままがいいという人が多かったけれども、今よりもっとよ

くなるのであればそれに反対する生徒はいないと思うので、今

後、対案を作成していく中で、じゃ、必由館にしかないメリッ

トをつくっていくためにはどうしたらいいだろうかと。中高一

貫にしろ、反対だけじゃなくて、じゃ、メリットはどうだろう

か。これからたくさんの時間をかけて話合いの日程とかにもよ

りますが、今回、長くしっかりとした議論をしていって、今

後、生徒にしか出せない、そういった意見を今後つくって対案

として出せればいいなと思います。 
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遠藤洋路 教育長  出川委員、よろしかったですか。 

 

出川聖尚子 委員  どれぐらいの時間がかけられるかとかあるかと思うんですけ

れども、振り返りということがスタートになるかなと思います

ので、自分たちでしっかり考えるということを続けていただけ

ればと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  次の生徒会長さんは、これは見ているんですかね。という

か、今日は来られてはいないのかな。どうですかね、今日の議

論は引き継がれるんですかね。 

 

竹山祥平 必由館高等 

学校前生徒会長 

 はい。引き継ぎます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 他にいかがですか。 

 

苫野一徳 委員  先生方や生徒さんにいろいろとご負担をかけてしまうかもし

れないので、ジャストアイデアですので、ご返答いただければ

ということなんですけれども、物事を変えるというのは、何か

本当に問題意識を持った一部の人が関わるんですよね。生徒さ

ん皆さんの声を聞くのはとても大事だと思うんですけれども、

その全員が責任を持った思考をし、責任を持った行動をしてい

るかというと、もちろんそうじゃないんですよね。それはどん

なことでもそうですよね、何かを変えるという話でいうと。 

 今の教育委員会全体もそうですね。ほとんどの人が現状維持

を希望するんだけれども、一部の人が本当に大きな問題を発見

し、このままじゃまずいと、だから変えていこう。熊本市で見

てもそうなんですけれども、熊本市全体で何を問題と思ってい

るか、気づいている人、気づいていない人といろいろといるわ

けです。気づいた人が行動を始めるわけです。大体２０％ぐら

いが変わっていくと社会が変わっていくといいますけれども、

２０％ぐらいが動き始めるかですよね。そういうことを考える

と生徒さんたち全員の声を聞くのはとても大事だし、これから

続けていくべきだと思うんですけれども、この改革に関して責

任ある生徒さんたちが一体何人いるか。これに対して絶対反対

だ、絶対許さない人たちでもいいし、何か面白いことができる

んだったらちょっと関わりたいという人でもいいので、今度の

生徒会長さんたちを中心としたかもしれませんけれども、何か

有志の方たちで話し合えないかなという気がするんです。そう

いった本当に何かこれにコミットしたいという方、無責任じゃ

なくて、自分が何かに関わりたいよという人がもしいらっしゃ

れば、今度生徒さんが集まられるのが９月になってしまうとい

うことなので、ちょっと時間がかかっちゃうので、それも本当

に現実的に可能かどうか分からないんですけれども、生徒さん

たちと私たちや事務局なんかと、そのときにたくさんの材料を

みんなで共有したいなと。 

 例えば中高一貫で今こんなに活性化している例があるよと

か、探究を中核にしているとこんな面白いことをやっている学

校があるよとか、何か映像を見ながらやったり、そういったビ

ジョンをある程度共有するという時間があると、こういった機
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会が継続的に今後も続けば、先ほど教育長もおっしゃったよう

に、何かしらのかたちで当事者の先生方や生徒さんたちと対話

を重ねる必要があると思うんですよ。そういう一定の文化の仕

組のようなものをつくっておくと、今後も継続的に立ち返れま

すよと、私たちで何がしたいんだというときに、私はもう一回

立ち返るよりも対話の場を持ってみるとか、そういうものをち

ゃんと計画的に仕組んでおく、そういうことをもしかしたら丁

寧にやっていく時間を、どうなんでしょうか。設けられないか

なというところですね。思ったんですけれども、実現可能性は

ちょっと今は度外視して言っています。いかがなものなんでし

ょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  これは主に学校の日程にもよるかなというふうに思いますの

で、何らかのかたちで、先ほど竹山さんからもありましたけれ

ども、意見交換していくという、議論していくということを継

続的に、８月、９月かどうか分かりませんけれども、一応そう

いうのをつくるということは必要だと思います。日程調整は、

それはまた別途できるかと。 

 

泉薫子 委員  おっしゃったようにやはり現場の子どもたちと共有認識とい

うのは大事かなと思ったんですけれども、それと同時に現場の

先生方も同じようにそういう認識を共有していかないと、分か

ってもらっているのかどうかということが非常に危惧されます

ので、それはぜひとも一緒に話し合っていく必要があるなとい

うふうに感じました。いかがでしょうか。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 本当に私、実際に学校としては中高一貫を除いたところは全

て方向は受け入れているつもりなんですよね、探究を中心にや

っていくと。ただスタートが違うと。でも将来としては同じと

ころに向かっているという提案をしているつもりなんですけれ

ども、それが、説明が下手なのか伝わらずに、学校としては何

も変わることがないようなイメージで話があることが少し残念

でして、その説明の部分で、私たちの中でもいろんな話合いを

していく中で、メリット、デメリットという話も当然やったん

ですけれども、また、教育委員さんですとか、そういう新たな

学校、実際に先ほど言われた民間のやつも実際に指導があった

ときには見に行って考えているし、だから環境を変えなくちゃ

いけないということで、今年、ＳＤＧｓの探究学習というのも

丁寧にやっていて、今３年の竹山君なんかも、１年生の修学旅

行のときからいろんなＳＤＧｓとか、そういうものに対してク

ラスで発表したりやってきていて、学校でやっていることがも

う少し変わっているんだぞとか、それを踏まえたうえで学校と

してはスタートが２５時間の探究は必要と。ただ準備ができた

ら探究に必要だと思って、実際に基礎学力だけが全てではな

い、探究をして本人が動けるようになったほうが、学力が上が

るという認識も共通的に持っています。でも令和５年度にスタ

ートするには時間が早過ぎる、何も準備ができないという思い

です。 
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遠藤洋路 教育長  今、教職員の意見と生徒の意見と両方あって、それが違うわ

けですよね。城野校長は学校の意見だと言いながら、教員の意

見をおっしゃっていたので、そこが学校の意見なのか、教員の

意見なのかが分からないんですよ。学校というときには当然生

徒も入っている、全部学校としての責任者としての校長の意見

だと思うんですけれども、今おっしゃったのは生徒も合意して

いる学校の意見だということではないんですよね。そこは学校

と教員と生徒と、そこの多分ご説明のときの使い分けがはっき

りしていないので、今おっしゃったような誤解というか、伝わ

らない部分があるのかなと思うんですけれども。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 申し訳ありません。 

私として話していたのは、教職員の思いとして、もし途中で

学校という表現をしたのかもしれませんけれども、教職員のほ

うとしては、今後、生徒にも、同窓会にも教職員の案というの

は示しますので、その中で同じようにやっていこうといった、

同窓会とはそこの役員さんたちと意見交換になると思いますけ

れども、そういう中で学校の案を出すべきなんだなというのは

あるんですけれども、これは生徒会と話合いの時間を持たない

と学校の案には変わっていかないので、時間を置かなければと

いうことです。 

 

泉薫子 委員  生徒さんが今の学校を変えたくないということをおっしゃる

ということは、非常に良い教育をされているんだと思うんです

ね。そういった今やっている教育をさらに伸ばすという考えと

いうことであったり、さらにまた良くしようというふうな考え

であったりということを教師の方々が不安に感じていらっしゃ

るということであれば、生徒さんにもそういったことが伝わっ

ていくんではないかと思うんですが、そういうところの共通認

識でしたり、話合いでしたり、そういったことも必要なのでは

ないかなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  すみません。城野校長、学校の案をまとめるというふうに、

校長は教職員の管理者でもあるけれども、生徒も一緒に含めた

学校全体の責任者でもあるので、両方のかたちがあるので。教

員の代表として意見をおっしゃっているのは教員の代表として

でいいんですけれども、私たちとしては、学校全体の責任者と

しての意見を最終的には聞きたいということになっています。

そのどっちの立場でおっしゃっているのかがはっきりすれば、

よりこちらの話を受け止めやすいかなと思います。できれば生

徒も含め、同窓会も含め、保護者も含めた学校全体の代表者、

責任者としてのご意見を最終的には聞きたいというふうに思う

んです。まとまるのかあるいはまとまるために時間がかかるの

か、やっていったけれども、まとまらなかったのか、それはそ

れで結果ですからいいと思うんですけれども。そういうこと

で、次回、いつか、８月なのか、９月なのかという話もありま

したが、次回はぜひ教員の代表じゃなくて、学校全体の責任者

としての意見を聞かせていただければありがたいかと思いま

す。 
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城野実 必由館高等学校 

校長 

 すみません、今日は、スタート時点で学校の説明をするとき

に学校の説明と言いましたけれども、生徒の意見と教職員の意

見の説明をさせていただきますと冒頭で言った部分で、学校の

案として今回提案しているわけではありませんので、時間をか

けて学校の案として提案させていただきます。 

 

遠藤洋路 教育長  苫野委員、先ほどおっしゃってるように、どうなんでしょう

か。学校の案をもうまとめちゃってから教育委員会と議論した

ほうがいいのか、学校の案をまとめる過程で議論したほうがい

いのか、どっちかなと。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございます。 

 今、校長先生おっしゃったように、私も先生方がこれに全面

反対というふうには理解していませんでした。現実的なところ

を踏まえてというふうなことなので私もよく分かっていたつも

りで、私は主として生徒さんたちに語りかけたというか、生徒

さんたちとぜひお話ししたいなというふうに思ったということ

を先ほど申し上げさせていただいたんですが、そしてまた、

今、教育長がおっしゃっていただいたように、学校としての意

見をまとめる際に、あるいは生徒さんたちにより詳細な情報が

共有できるように、その前に一度と言わず二度三度でもいいん

ですけれども、そんな無責任なことを言えませんけれども、そ

ういった場があったほうが、二度手間、三度手間もなくなりま

すし、いいんじゃないかなとは思っているんですけれども。 

 

城野実 必由館高等学校 

校長 

 実際に生徒全員というのは無理なんだろうけれども、執行部

とか、有志の生徒に丁寧に委員会からこういうメリットがある

んだとか、そういうことを話していただいた後に学校の意見と

いうのをまとめたほうがいいと私も思いますので、時間をいた

だければと。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。じゃ、そういう場をぜひつくりましょう。 

 

西山忠男 委員  先ほどの校長先生のご説明を聞いてちょっと混乱したんです

よね、私は。校長先生は総合探究コースの性格について、将来

的にはこちらが提案したグローバル探究科のような内容にして

いくんだというお話をされましたけれども、その前には、普通

科をなくすということに対して抵抗を示されましたよね。普通

科は１．５倍の倍率があるし、千原台もなくして、うちもなく

してそれでいいのかというようなお話をされたので、私はこの

総合探究コースというのは普通科的な性格のコースなんだろう

と思っていたんですけれども、そうではないとおっしゃるの

で、その辺の理解が多分食い違ったので、議論が混乱しちゃう

のかなと思うんですね。 

 やっぱり問題は、生徒さんたちは普通科を残してほしいとは

っきりおっしゃっている。だからそこが焦点になると思うんで

すね。その気持ちはよく分かるんですよ。普通科は潰しが利き

ますよね。取りあえず普通科に入って将来どういうものに進も

うかというどこにでも行けるというメリットが確かにあるんで

すよね。だから普通科は１．５倍を維持しているという面があ
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るんですが、将来もそうなのかなというところを私たちは心配

しているという意見です。そこが議論の根底にあるんですけれ

ども、生徒さんの意見と、それから総合探究コースという提案

もちょっと違っていますので、その辺を整理しないと議論が進

まないなというふうに感じました。 

 

遠藤洋路 教育長  今、教職員の案の大きな根拠として、今の倍率は高いからと

いうことがあると思うんですよね。今の倍率は高いけれども、

将来も倍率を維持するために変えたほうがいいという意見がも

ともと原案なんです。今の倍率は高いし、今のものを維持した

ほうが将来的にも倍率が高いんじゃないかということが今の教

職員の方の案なんですけれども、どちらも、もしそれで倍率が

下がったときどうするかということがやっぱりあって、現状維

持でいきますと現状維持して５年後に倍率が下がったから、や

っぱりそのときに改めて改革しますというと、もうそれが実現

するのは１０年後とかになっちゃうわけですよね。だから先を

予想していくことができないということで、もちろんそれは私

たちも先が見えるわけではないし、教員も生徒も先が読めるわ

けではないので、どっちの予想が正しいかということは、その

ときにならないと分かりませんけれども。もし思いどおりにい

かなかったときどうするかということも、それは改革案として

考えておく必要があるでしょうね。それは今聞きながら思いま

した。今、現状に近いかたちでいくことにしても、大きく改革

するにしても、それでうまくいかなかったときにはどうします

か。そこはある程度の共通認識を持っておかないとこの先に進

むのは危険なような気はします。 

 私が思うのは、１点、さっきも少し言いましたけれども、生

徒の提案の中の７ページに、抜本的な改革はしないで今のまま

必由館がいいということがまず、生徒の意見としてはあるんで

すけれども、しかし、どうしても時代の変化とともに変えてい

かなければならないならこうです。教職員の案に関しても、率

直にいうとそういうことがあって、別に望んでいるのか、望ん

でいないのかというのは分からないけれども、何かやらなきゃ

いけないんだったらこうですねみたいな、何となく若干受け身

な感じがするんですよね。 

 じゃなくて、変えなきゃいけないんだという意識なのか、変

えなくていいんだけど、教育委員会がどうしても変えろという

からやるのか。そこは、そこを最初に決めれば、そこだけ決め

れば、もう後はどういうかたちにするかというのは結果の問題

なんですよね。変えなくてよいというのであれば変えないよう

にしましょうということで決めればよいし、いや、やっぱり変

えなきゃいけないよねということだったら、まずそこの認識を

共有するということが必要なので。いや、どうしても変えなき

ゃいけないんだったらどうですかということを聞いているわけ

じゃないし、私たちもそれをしたいわけでもないので。教育委

員会が変えなきゃいけないと言っているわけじゃないんです

よ。そこをまず、変えなきゃいけないのかどうかという議論を

するのが一番最初なのかなというふうに思います。 

 変えなきゃいけないのかどうかは、さっき苫野委員が言いま

したけれども、誰も分からない、正解があるわけじゃないの
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で、５年後、１０年後にしか結果は出ないので。変えなきゃい

けないかどうかというところの合意ができれば、あとそこから

先はそんなに難しくないような気もしますけれども、いかがで

すか。 

 

竹山祥平 必由館高等 

学校前生徒会長 

 あくまで生徒の意見になりますが、抜本的な改革は望んでい

ないので、私は今のままでいいというふうに思っています。私

たち生徒とすれば、今の現状に問題意識を抱いていないので、

この改革を教育委員会の方からこういうふうな改革をするよと

いうのを聞いたのが最終的に私たちもこの活動をするきっかけ

だったので、この活動に対してリアクション的なふうになって

しまうのは仕方ないのかなと思っております。私たちはこうい

う意見を全校生徒で集めたので、望んでいない、望んでいませ

ん。 

 しかし、私たちとしては、望んでいないのにいきなり教育委

員会のほうから変えるよという意見が来たから、私たちとして

は、これは変えなきゃいけないのかなというふうに思ってしま

うのはリアクション的になるのは必然なのかなと思うので、そ

の中で妥協案というか、私たちは今のままがいいが、それで変

えなければいけないのであれば、今後議論がもっと必要だと思

うんですけれども、現状だとこれぐらいがいいと思うという妥

協の案なので、私たちとしては変えることは望んでいないとい

うかたちになります。 

 

遠藤洋路 教育長  なので、私たちは妥協案を望んでいなくて、変える必要があ

るかについてどう思っているのかを聞きたいところが主なの

で。そこで、数合わせみたいな中途半端な案は別に必要はない

ので、変えなくていいなら変えなくていいので、今の必由館の

こういうところがいい、だから残してほしいということを聞き

たいんですね。そこら辺も議論ができる部分かなというふうに

思います。ただその意見と教員の意見がまた少し違うというこ

とでしょうから、そこは本当に私たち教育委員、学校の中で議

論が今後必要なのかとは思います。 

どうもありがとうございます。 

 

苫野一徳 委員  １つご理解いただきたいなと思うのが、突然教育委員会から

降ってきたように感じられたかもしれないんですけれども、改

革検討委員会をやっているときにご存知かとは思うんですけれ

ども、必由館の生徒さんも委員にいらしたんですよね。それか

ら学校の中で多様な機会を設けて皆さんの意見を聞いて、それ

でそういったものを吸収したうえでこの答申を出したというい

きさつもあるので、皆さんを完全に無視をしてやったというつ

もりは私たちにはないんですよね。だからその点はご理解いた

だきたいなと。もしかしたら不十分なところがあったかもしれ

ないんですけれども。そのことにはご理解いただけたらなと思

います。 

 

南弘一千原台高等学校 

校長 

 まだ必由館の議論の途中なんですけれども、今の議論をずっ

とお聞きしていまして、私としては、苫野委員が最初に言われ

たところが非常に、本当だなと思いました。 
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 と申しますのが、我々の学校も同じなんですけれども、この

改革のビジョンというものをしっかり我々教職員、生徒、そう

いったところを含めて理解をするという場、そういったところ

をしっかり設けていくということが私自身の反省も含めまし

て、必要だというふうに感じています。 

 本校としては、令和５年のスタートということで、今やり始

めていまして、教育課程の編成を現在、先日の検討委員会でも

進めました。本校とビジネス専門学校ですね。そういったもの

を進めていく中でも、やはりそこの教育課程を実践した後にど

ういう生徒が育つのか、どういうふうな学校の授業風景に変わ

っていくのか、そういったビジョンを我々が職員にも、生徒た

ちにも示しながら進んでいくということが非常に大事だと思っ

ております。苫野委員のような学識経験者の方々に入っていた

だいて、「これを進めるとこういうふうなことがあるんだよ」

というようなことを示していただける機会があれば、必由館だ

けではなく、本校も一緒に共有させていただいて、そういった

ものをつくっていきながら、ビジョンを共にしながら進めてい

くということは必要になってくると思います。 

 もちろん時間的な制約はございますので、どのぐらいの頻度

でそういったことができるか分かりませんが、今の議論を聞き

ながらそういったことを思いましたので、発言させていただき

ました。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 当然、市立高校と専門学校の改革ですから、必由館だけじゃ

なくて、もちろん千原台とビジネス専門学校のほうが先行して

やっていただいている。そこはより丁寧に進めていくというこ

とは当然ですので、今日は議題になっていませんから直接言及

はしていませんけれども、必由館でこういうことが必要だとい

うことは、当然千原台と総合ビジネス専門学校にも当てはまる

ものは、そのほかの２校についても考えながら、取り入れなが

ら進めていくということだと思います。そこはご安心くださ

い。 

 あと、先ほど苫野委員からもありましたけれども、今までの

議論の経緯というものがあるので、そこを無視して全く突然出

てきたという前提は、事実としてはそうではないので、そこは

気持ちとしてはそうかもしれませんが、事実は事実として受け

止めていただいて、そこは生徒の中でも、学校の中でも共有し

ていただきたいなというふうに思います。 

 他によろしいですか。 

 

竹山祥平 必由館高等 

学校前生徒会長 

 伝達の部分に関して、先ほどおっしゃられたように、一応こ

の改革案を作成する過程で私たちの先輩が委員会に参加された

り、ワークショップを以前行ったという話は、私はこの改革案

に対して自分たちの意見をまとめている途中に知りました。そ

のため、意見を酌んでいただいた機会があったという事実は、

私としても知っていましたし、私は一応そういうふうに機会を

つくっていただいたんだなというふうにありがたい気持ちもあ

ったんですが、それを学校全体に伝達する機会というのが全く

なくてという部分で少し伝達不足な場面があったかなと私たち
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も思ったので、そこは誤解しているわけではなくて、すみませ

ん、私もそこは申し訳ないです。 

 

遠藤洋路 教育長  毎年人が変わっていくので、先ほど竹山さんがおっしゃった

ようにそれをいかに引き継いでいくかということがこれからも

大事になってくると思いますので。私たちもそうですけれど

も、毎年毎年の継続性と、それから新しいことを取り入れてい

くという両方していかなきゃいけないと思うので、それができ

るように気をつけて、お互いにできればいいなと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 他にいかがですか、よろしいですか。 

 では、ご意見も出尽くしたようですので、本件は以上といた

します。 

 

〔非公開の審議〕  

日程第３ 議事 

・議第５５号 令和２年度熊本市各会計決算について 

 

《中元正人 教育政策課長 提出理由説明》 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第５９号 財産の取得について 

 

《上村清敬 健康教育課長 提出理由説明》 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第６１号 和解の成立について 

 

《上村清敬 健康教育課長 提出理由説明》 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第６３号 和解の成立について 
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《川上敬士 総合支援課長 提出理由説明》 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

・議第５７号 職員の懲戒処分について 

 

《濱洲義昭 教職員課長 提出理由説明》 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長 本日の日程は全て終了したので、令和３年７月の定例教育委員

会会議を閉会いたします。 

 

 


